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小・中学生のためのコラムです

こども広場
「安
あん
政
せい
伊
い
賀
が
上
うえ
野
の
地
じ
震
しん
」

「ウィークリー伊賀市」でも見られるよ！
【放送期間】
　９月７日㈪～ 13日㈰

地
じ
震
しん
の被

ひ
害
がい
を描いた当時の図。

赤色は石
いし
垣
がき
が崩
くず
れたところ、

灰色は倒
とう
壊
かい
した武

ぶ
家
け
屋
や
敷
しき
。
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Ｇ
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ン

百
姓
工
房
伊
賀
の
大
地
で

は
、
島
ヶ
原
の
棚
田
で
採
れ

た
米
を
使
い
、「
安
全・安
心・

お
い
し
い
」
を
テ
ー
マ
に
昔

な
が
ら
の
菓
子
や
米
パ
ン
な

ど
の
米
加
工
品
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
伊
賀
に
は
、
５
つ
の
宝
物
が
あ
り
ま
す
。
①
自
然

②
空
気
③
支
え
て
く
れ
る
伊
賀
の
人
④
つ
く
る
食
べ

物
⑤
伊
賀
で
追
う
夢
。
私
た
ち
は
、
工
房
の
進
む
道

と
し
て
、
こ
の
５
つ
を
大
事
に
し
て
、
次
世
代
へ
引

き
継
い
で
い
き
ま
す
。
現
在
は
、
地
元
の
小
・
中
学

校
で
の
食
育
活
動
、
伊
賀
産
農
産
物
の
情
報
発
信
、

就
農
サ
ポ
ー
ト
活
動
、
農
地
の
維
持
拡

大
な
ど
農
業
活
動
の
確
立
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。 （農）百姓工房伊賀の大地

代表理事　松森　芳子さん
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い
合
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せ
】　
商
工
労
働
課
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No.5

伊賀米ロールケーキ
　減農薬栽培で育てた伊賀産コシヒカ
リと、健康に育てた鶏が産んだ伊賀産
さくら卵を使った、小麦を使用しない
お米のケーキです。
　国産の生クリームなど、安心・安全
な素材を使い、甘さ控えめです。

図書館
　だより

■一般書
『重機図説
世界の極大級・極小級マシン』
グラフィック社編集部／編

■絵　本
『ほらふきカールおじさん

ロシアのたび』　
斉藤　洋／文、高畠　純／絵

■一般書　
『「山奥ニート」やってます。』

石井　あらた／著
『体にうれしい果実酒・野菜酒・薬
用酒200』　　　 福光　佳奈子／著

■児童書　
『知れば知るほどお相撲ことば』

『おすもうさん』編集部／編著
『恐竜と古代の生き物図鑑』

ジョン ･ウッドワード／著

■絵　本
『ぼくらはもりのダンゴムシ』

まつおか　たつひで／作
『キャベツちゃんのワンピース』
東　直子／作、わたべ　めぐみ／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

■児童書　
『ウルド昆虫記　

バッタを倒しにアフリカへ』
前野　ウルド　浩太郎／著

　アフリカで深刻な農業被害を引き起こし
ているバッタを研究するため、単身モーリ
タニアに乗り込んだ著者を待っていたもの
とは。 毎日出版文化賞特別賞などを受賞
した作品の児童書版です。

司書のおすすめ

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
９月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）
8 日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

8日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

12日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

14日㈪ 11：00～ 島ヶ原子育て支援センター 読み聞かせ会（ネエよんで）

15日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

16日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

20日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

23日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

24日㈭ 11：00～ 青山図書室 おはなしなあに？

26日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

10月 6日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

【と　き】　９月 18日㈮　午後６時～７時 30分
【ところ】　伊賀市文化会館　ホワイエ
【テーマ】　艽

がん

蘭
らん
社
しゃ
と杉井吉従

【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出 楯夫さん
【問い合わせ】　上野図書館

　日本語や外国語で読み聞かせをします。
【と　き】　10 月 10日㈯　午前 10時 30分～
【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室
【問い合わせ】　上野図書館

◆郷土の歴史夜咄会

◆いろんなコトバでえほんをたのしもう

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加者の人数を制
限しています。
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